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高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
核
の
ご

み
）
に
つ
い
て
、
エ
ネ
省
が
「
処
分
計

画
」
を
当
面
改
定
し
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
法
律
で
は
５
年
ご
と
に
見

直
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
に

処
分
量
を
記
す
こ
と
で
「
再
稼
働
議
論

を
こ
じ
ら
せ
る
」
と
し
て
改
定
を
見
送

っ
た
。
最
終
処
分
地
が
決
ま
ら
な
い
な

か
で
、
川
内
原
発
２
号
機
も
再
稼
働
し

た
。「
核
の
ご
み
」
を
増
や
し
続
け
一
体

ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
。

　

今
年
で
30
回
目
の
「
幌
延
デ
ー
」。

多
く
の
力
を
結
集
し
、
安
倍
首
相
の
シ

ナ
リ
オ
を
打
ち
崩
そ
う
。

23日㈮　「戦争をさせない北海道講演会」（札幌市）
　　　　2015賃金確定闘争統一要求書一斉提出日
24日㈯　雇用上限突破にむけた全国集会（東京都）
　　　　�臨時・非常勤等職員の均等待遇と雇用安

定を求める決起集会（東京都）
28日㈬　�連合北海道第28回定期大会（～29日、札幌市）
30日㈮　�連合北海道・労福協「第６回北海道労働

福祉講座」

５日㈭　�2015賃金確定闘争重点交渉期間
　　　　（～ 17日まで）

10月

11月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

108人が集まり、「2015賃金確定闘争」にむけて意思統一した

地公三者が道に要請行動＝10月６日、札幌市・北海道庁

◇道本部ホームページ◇
『QRコード』ができました！

　

携
帯
電
話
で
下
記

の
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
と
道
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

単
組
で
の
取
り
組
み
」
、「
わ

た
り
是
正
の
動
き
」
や
「
今

確
定
期
で
給
与
法
が
成
立
し

な
い
場
合
の
山
場
の
考
え

方
」
な
ど
の
報
告
・
質
問
が

出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
三
浦
書
記
長
が

２
０
１
５
人
勧
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
「
組
合
員
の
期
待

に
応
え
る
要
求
を
掲
げ
、
た

た
か
い
を
つ
く
り
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た

う
え
で
「『
自
分
た
ち
の
賃

金
・
労
働
条
件
は
自
分
た
ち

が
交
渉
で
決
め
る
』
と
い
う

立
場
で
単
組
・
地
方
本
部
・

道
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
展
開
し
よ
う
」
と

述
べ
集
約
し
た
。

要
が
あ
る
。

　

各
単
組
に
お
い
て
は
要
求

書
を
提
出
し
、
労
使
間
で
十

分
な
協
議
・
交
渉
を
重
ね
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
導

入
目
的
が
「
人
材
育
成
」「
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
で
あ

り
、
評
価
結
果
を
賃
金
に
反

映
さ
せ
な
い
こ
と
を
、
当
局

に
対
し
て
求
め
て
い
か
な
け

ュ
ー
ル
を
意
識
し
、
職
場
集

会
や
組
合
旗
掲
揚
を
は
じ
め

と
す
る
前
段
戦
術
を
実
行

し
、
全
単
組
、
組
合
員
が
一

丸
と
な
っ
て
要
求
実
現
に
む

け
た
た
か
い
抜
こ
う
。

　

「
新
た
な
人
事
評
価
制

度
」
の
本
格
導
入
は
２
０
１

６
年
４
月
で
あ
る
。
し
か
し
、

道
内
自
治
体
の
60
％
が
未
導

入
で
あ
り
、
制
度
導
入
に
む

け
た
議
論
を
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
事
評
価
制
度
は
、
賃

金
・
労
働
条
件
に
大
き
く
影

響
を
あ
た
え
る
こ
と
か
ら
、

労
使
交
渉
事
項
で
あ
る
こ
と

を
労
使
と
も
に
確
認
す
る
必

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で

「
２
０
１
５
賃
金
確
定
闘

争
」
と
「
新
た
な
人
事
評
価

制
度
に
対
す
る
取
り
組
み
」

を
進
め
る
が
、
闘
争
ス
ケ
ジ

交
渉
を
積
み
重
ね
、
年
内
決

着
を
め
ざ
し
当
局
に
具
体
的

な
回
答
を
迫
る
必
要
が
あ

る
。

と
は
極
め
て
困
難
と
な
る
。

　

今
後
各
単
組
で
は
、「
給
与

原
資
を
実
質
賃
金
の
改
善
」

に
確
実
に
充
て
ら
れ
る
よ
う

因
で
あ
る
た
め
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
」
と
勧
告
に
否
定

的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
給
与
法
改
正
案
の

成
立
は
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
閣
議
決

定
や
臨
時
国
会
に
お
け
る
給

与
法
案
審
議
に
遅
れ
が
生
じ

て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
賃

金
確
定
闘
争
を
す
す
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
０
１
５
賃
金
確
定
闘
争

は
配
分
問
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
単
な
る
「
人
勧
準
拠
」

で
は
、
地
方
の
給
与
水
準
を

確
保
・
底
上
げ
し
て
い
く
こ

　

人
事
院
は
昨
年
に
引
き
続

き
月
例
給
・
一
時
金
、
同
時

に
地
域
手
当
の
支
給
割
合
の

引
き
上
げ
を
行
っ
た
。
し
か

し
地
方
公
務
員
に
は
地
域
手

当
へ
の
配
分
が
ほ
と
ん
ど
無

い
た
め
、
官
民
較
差
の
１
，

４
６
９
円
の
う
ち
俸
給
表
へ

の
配
分
が
２
８
０
円
程
度

で
、
残
り
の
１
，
０
０
０
円

以
上
の
、
給
与
原
資
の
活
用

を
今
後
ど
う
す
る
か
が
大
き

な
課
題
だ
。

　

人
事
院
勧
告
に
対
し
総
務

省
は
「
勧
告
を
尊
重
す
る
」

と
し
て
い
る
が
、
一
方
の
財

務
省
は
「
人
件
費
増
加
の
要

　

２
０
１
５
賃
金
確
定
闘
争
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
人
事
院
は
２
年
連
続
の
月
例
給
・
一

時
金
の
引
き
上
げ
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
手
当
の
支
給
割
合
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。
給

与
法
改
正
時
期
が
不
透
明
な
情
勢
に
あ
る
が
、
今
後
、
地
方
公
務
員
の
給
与
原
資
の
活

用
を
ど
う
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
ま
た
、「
新
た
な
人
事
評
価
制
度
」
に
つ
い

て
も
十
分
な
労
使
交
渉
を
行
い
な
が
ら
制
度
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
全
単
組
で
前
段
戦
術
を
含
め
各
種
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
。

く
。
組
合
員
の
期
待
に
応
え

る
た
た
か
い
が
必
要
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
櫛
部
前
賃
金
労

働
部
長
が
「
２
０
１
５
人
事

院
勧
告
・
報
告
の
解
説
」
と

「
給
与
関
係
閣
僚
会
議
や
総

務
省
の
動
向
」
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
ま
た
、
三
浦
賃
金

労
働
部
長
が
「
２
０
１
５
秋

期
闘
争
方
針
」、
大
西
組
織

部
長
が
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
の
義
務
化
へ
の
対

応
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
提

起
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
で
は
「
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
賃
金
の

４
月
遡
及
改
定
の
取
り
組

み
」
、「
総
合
的
見
直
し
阻
止

　

10
月
９
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
４
階
ホ
ー
ル
で
開

き
、
69
単
組
・
総
支
部
１
０

８
人
が
参
加
し
た
。

　

大
出
委
員
長
は
「
国
民
生

活
・
世
論
を
無
視
し
た
政
策

が
次
々
と
通
さ
れ
た
。
来
夏

の
参
院
選
で
、『
え
さ
き
』『
徳

永
』
の
圧
倒
的
勝
利
に
む
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
２
０
１
５
人
勧

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
臨

時
国
会
を
行
う
か
は
不
透
明

な
情
勢
だ
。
給
与
法
の
成
立

に
む
け
て
最
悪
の
事
態
も
想

定
し
な
が
ら
対
策
し
て
い

賃
金
労
働
条
件
を
決
め
る
は
自
分
た
ち

給
与
原
資
を

賃
金
改
善
に

　

10
月
26
日
か
ら
、
10
月
29

日
に
自
治
労
組
織
内
「
え

さ
き
た
か
し
」
参
議
院
議

員
が
道
内
入
り
し
、
網
走
・

十

勝
・
日

高
・
胆

振
・
渡
島
管
内
を
回

り
「
え
さ
き
た
か

し
」
の
思
い
を
伝
え

ま
す
。
国
政
報
告
会

も
３
会
場
で
開
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

「えさきたかし」
国政報告会

10月26日　18：30 ～
� 帯広市「とかち館」　
10月28日　18：30 ～
� 八雲町「連合会館」　
10月29日　18：30 ～
� 北斗市「かなで～る」

え
さ
き
た
か
し
参
議
が
来
道
し
ま
す

賃金確定闘争スケジュール

◇重点交渉期間
11月５日（木）～11月17日（火）

◇組合旗掲揚
10月26日（月）～闘争終結まで

◇腕章着用 11月13日（金）～闘争終結まで

◇回答指定日 11月４日（水）

◇出張・諸会議拒否 11月18日（水）

◇道本部統一行動日
11月18日（水）１時間ストライキ

◇要求書の一斉提出日 10月26日（月）

◇超勤拒否 11月17日（火）～11月18日（水）

2016 （10月末発行予定!!）

2015賃金
確定闘争

10月26日要求書一斉提出日

『
人
事
評
価
』労
使
間
で
十
分
交
渉
を

戦争をさせない北海道講演会

戦争させない
戦争法は今すぐ廃止！

と　き：10月23日㈮　18：15 ～

ところ：札幌市・自治労会館５Ｆホール

講演：「戦争法粉砕―自衛隊を軍隊にさせない闘い」

講師：半田　滋さん（東京新聞編集委員）

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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渡
部
前
教
育

情
宣
部
長
の
後

任
と
し
て
任
に

着
く
こ
と
と
な

っ
た
。
道
本
部

教
宣
は
月
３
回

発
行
。「
こ
の
週

こ
れ
を
入
れ
、

次
の
週
は
こ
の
内
容
を
伝
え

よ
う
」「
地
域
の
取
り
組
み
は

な
い
か
」「
ど
こ
で
何
を
行
っ

て
い
る
」
と
思
い
悩
ん
で
い

る
の
が
現
状
で
時
間
に
追
わ

れ
、
自
分
が
こ
の
１
年
間
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
整
理

で
き
ず
に
時
間
だ
け
が
過
ぎ

て
い
る
。

　

先
日
、
今
大
会
で
副
委
員

長
を
退
任
し
、
連
合
北
海
道

の
任
務
に
就
く
こ
と
と
な
っ

た
藤
盛
前
副
委
員
長
か
ら

「
教
育
情
宣
担
当
に
な
っ
た

の
か
、
似
合
わ
な
い
な
～
、

で
も
、
教
宣
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
る
だ
け
が
任
務
で
な

い
ぞ
、
そ
の
職
を
生
か
し
て

組
織
強
化
を
行
え
」
と
檄
を

飛
ば
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も

「
似
合
わ
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
の
は
藤
盛
さ
ん
だ
け
で

は
な
い
。
自
分
が
一
番
そ
う

思
っ
て
い
る
し
、
今
、
頷
い

て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
と

思
う
。
書
記
と
し
て
29
年
勤

め
て
き
た
。
多
く
の
単
組
の

皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
い

た
。
こ
の
経
験
と
財
産
を
い

か
し
、
自
治
労
運
動
強
化
に

む
け
て
頑
張
り
ま
す
。

�

（
佐
々
木
直
人
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

「職場実態討論会」ではさまざまなテーマで学習を行っている

集会には、全道から52人が参加した＝10月17日、ポールスター

【
宗
谷
地
方
本
部
発
】
猿
払

村
職
青
年
部
で
は
、
２
０
１

５
年
度
か
ら
、「
職
場
実
態
討

論
会
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

討
論
会
は
「
仲
間
が
素
直

な
声
を
吐
き
出
し
や
す
い
環

境
と
組
織
強
化
」
を
は
か
る

こ
と
や
、
組
合
活
動
へ
気
楽

に
参
加
し
て
、
自
然
と
意
欲

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
開
い
て
い
ま
す
。

　

勤
務
終
了
後
に
、
食
事
を

し
な
が
ら
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
の
こ
と
を
気
軽
に
話

し
、
誰
で
も
参
加
し
や
す
い

取
り
組
み
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
新
規
採
用
職
員
の
加
入

後
に
は
、
基
本
組
合
の
先
輩

を
講
師
に
招
き
、「
組
合
と
は

何
か
？
」「
闘
争
サ
イ
ク
ル
っ

て
？
」
な
ど
の
基
本
的
な
学

習
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
組
合
員
か
ら
「
こ
ん
な

研
修
を
や
り
た
い
」
と
い
う

ニ
ー
ズ
を
聞
い
た
結
果
、
宗

谷
地
本
青
年
部
長
を
招
い
て

の
「
エ
ク
セ
ル
研
修
」
も
実

施
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
仲
間
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
組
合
」
を
め
ざ
し

頑
張
り
ま
す
。（
猿
払
村
職
・

青
年
部
長
・
坂
本
勝
城
）

「
実
態
討
論
会
」で
意
欲
向
上

職場からの運動積み上げ

標茶消防職員協議会を結成

「さようなら原発」「戦争させない」のボードを持ちアピールする参加者＝10月10日、大通公園

集会後はデモ行進し、札幌市民にアピールした

「
原
発
事
故
」な
く
て
も
健
康
被
害

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
戦
争
北
海
道
集
会

　

戦
後
最
長
の
通
常
国
会
は
、
違
憲
と
指

摘
さ
れ
る
安
保
法
制
を
強
行
的
に
成
立
さ

せ
た
酷
す
ぎ
る
も
の
だ
っ
た
。
安
保
法
案

が
採
決
さ
れ
た
と
、
与
党
が
強
弁
す
る
参

院
特
別
委
員
会
の
議
事
録
は
、
未
だ
に
正

式
な
も
の
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

国
会
終
了
後
も
安
倍
総
理
の
異
常
な
行

動
が
続
く
。

　

安
保
法
制
に
つ
い
て
国
民
に
丁
寧
に
説

明
す
る
と
強
調
し
て
い
た
が
、
国
民
へ
の

説
明
を
蔑
ろ
に
し
て
、
総
理
は
ま
ず
米
国

に
報
告
に
む
か
っ
た
。
安
倍
総
理
は
一
体

ど
こ
の
国
の
総
理
な
の
か
。

　

批
判
噴
出
の
安
保
法
制
か
ら
国
民
の
目

を
逸
ら
す
た
め
か
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
、

希
望
出
生
率
１
・
８
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

な
ど
と
、
荒
唐
無
稽
な
目
標
も
語
り
始

め
た
う
え
、
目
的
が
不
明
な
一
億
総
活
躍

担
当
大
臣
な
る
ポ
ス
ト
も
新
設
さ
れ
た
。

　

常
軌
を
逸
し
た
安
倍
内
閣
は
早
期
退
陣

す
る
し
か
道
は
な
い
。

�

（
10
月
９
日
、
議
員
会
館
に
て
）

安
倍
内
閣
は
早
期
退
陣
の
道
し
か
な
い

㊳

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
10
月
27
日

（
火
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

10
月
10
日
、
札
幌
市
・
大

通
西
８
丁
目
広
場
で
、「
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
再
稼
働
！
Ｎ
Ｏ
戦
争
法

制
！
さ
よ
な
ら
原
発
・
さ
よ

な
ら
戦
争
北
海
道
集
会
」
が

開
か
れ
、
全
道
か
ら
約
３
５

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

呼
び
か
け
人
の
小
野
有

五
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授

は
「
日
本
列
島
に
は
４
つ
の

プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
っ
て
い

る
。
北
海
道
に
核
の
ご
み
を

管
理
で
き
る
場
所
や
安
全
に

原
発
を
動
か
す
場
所
は
な

い
」
と
述
べ
た
。

　

西
尾
正
道
・
国
立
北
海
道

が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
は

「
道
内
の
、
が
ん
死
亡
率
は
、

１
位
が
泊
村
、
２
位
が
岩
内

町
。
原
発
は
事
故
を
起
こ
さ

な
く
て
も
健
康
被
害
を
も
た

ら
す
」
と
強
調
し
た
。

　

岩
本
一
郎
・
北
星
大
学
教

授
は
「
人
権
を
破
壊
し
、
民

主
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
戦
争
は
廃
絶
す
る
し
か

な
い
。
原
発
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
こ
と
は
福
島
が

教
え
て
く
れ
た
。
戦
争
関
連

法
に
対
し
て
違

憲
を
訴
え
る
裁

判
で
、
違
憲
判

決
を
勝
ち
取
ろ

う
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

結
城

洋
一

郎
・
小
樽
商
科

大
学
名
誉
教
授

は
「
今
後
も
権

力
者
の
横
暴
が

放
置
さ
れ
る
な

ら
、
戦
争
も
独

裁
政
治
も
放
射

能
汚
染
も
な
く
な
ら
な
い
。

安
倍
自
公
政
権
を
終
わ
ら
せ

る
た
た
か
い
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
よ
う
」
と
強
調
し
た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
の
古
賀
茂

明
・
元
経
済
産
業
省
官
僚
は

「
安
倍
政
権
は
、
日
本
で
原

発
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
世

界
中
に
原
発
を
売
っ
て
い

る
。
戦
争
関
連
法
成
立
で
世

界
は
日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
と

も
に
戦
争
を
す
る
国
で
あ
る

　

８
月
27
日
、「
標
茶
消
防
職

員
協
議
会
」
が
消
防
職
員
17

人
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
。　

　

こ
れ
ま
で
釧
路
地
方
ブ
ロ

ッ
ク
消
防
協
が
組
織
化
に
む

け
て
オ
ル
グ
を
継
続
し
、
職

場
の
民
主
化
と
、
よ
り
よ
い

消
防
行
政
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
職
員
有
志
に
よ
る
準

備
会
を
経
て
、
結
成
に
至
っ

た
。
結
成
大
会
に
は
、
標
茶

町
職
労
・
釧
路
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
の
仲
間
も
参
加
し
た
。
初

代
会
長
に
選
出
さ
れ
た
小
野

寺
会
長
は
「
地
域
防
災
、
救

急
の
防
人
と
し
て
更
な
る
充

実
強
化
に
む
け
て
一
層
ま
い

進
す
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

９
月
25
日
の
北
海
道
消
防

職
員
協
議
会
定
期
総
会
に
お

い
て
加
盟
が
承
認
さ
れ
、
北

海
道
で
58
番
目
の
協
議
会
結

成
と
な
っ
た
。

　

道
本
部
は
今
後
も
、
消
防

職
員
と
と
も
に
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
組
織
づ
く
り
の
支
援
を

強
化
し
て
い
く
。

17人の組合員により結成された標茶消防協の仲間

と
思
っ
て
い
る
。『
私
た
ち
は

違
う
』
と
い
う
こ
と
を
世
界

に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
運
動
を
つ
づ
け
安
倍
政
権

を
退
陣
に
追
い
込
も
う
」
と

訴
え
た
。

　

『
あ
さ
こ
は
う
す
』の
小
笠

原
厚
子
さ
ん
は
「
一
人
ひ
と

り
の
力
を
結
集
し
、
原
発
の

再
稼
働
、
新
設
・
増
設
を
さ

せ
な
い
た
め
に
頑
張
ろ
う
」

と
述
べ
た
。

　

道
本
部
現
業
公
企
都
市
交

評
議
会
は
10
月
17
日
、
ポ
ー

ル
ス
タ
ー
札
幌
で
「
現
業
公

企
統
一
闘
争
勝
利
全
道
総
決

起
集
会
」
を
開
い
た
。　

　

集
会
で
は
本
部
・
八
幡
政

策
部
長
が
「
骨
太
方
針
と
地

方
財
政
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

八
幡
部
長
は
「
今
後
、
民

間
委
託
や
人
員
削
減
が
横
行

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
政
府

の
動
向
を
注
視
し
、
住
民
と

一
体
で
職
場
か
ら
運
動
を
積

み
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
訴
え
た
。
集
会
を
つ

う
じ
て
、
組
織
の
先
頭
に
立

ち
確
定
闘
争
を
た
た
か
う
意

思
統
一
を
行
っ
た
。


